
発調契約申込提出以降の事業承継する際の記入例、注意事項
発電契約者さまから発電量調整供給兼基本契約申込書、事業承継届を提出ください

①
発電契約者さまの押印をお願いします。
発電契約者を承継される場合は譲受人
さまの名義になります。

②
漏れなく入力下さい。
「名称及び所属」については、発電契
約者と異なる会社であれば、会社名ま
で記載下さい

③
「その他の変更」の括弧内に事業承継の内容を記載し、
１件と記載下さい

要否確認後の再申込と併せて事業承継する場合は、「契
約受電電力の変更を伴わない設備変更」に１件をいれ、
特記事項に事業承継の旨を記載下さい

O発電契約者
一般送配電事業者と発電量調整供給契約を締結す
る者。

O発電者
一般送配電事業者と系統連系受電契約を締結する
者。 
https://www.kyuden.co.jp/td/service/wheeling/outline/r
ecieve.html



④
発電者の事業承継の場合、譲受人の
発電者さまの名称を記載下さい

⑤
申込内容については、前回提出の発調申込書の通り記載下
さい

発電量調整供給開始希望日、アクセス設備の運用開始希望
日に変更ある場合は、予定日を記載下さい
（発電量調整供給開始希望日はアクセス設備の運用希望日
以降として下さい）

⑥
発電者の事業承継の場合は譲受人さまの
窓口に変更下さい。

⑦
事業承継に伴い、請求先が変更となる場
合は変更下さい。

⑧
要否確認後の再申込と併せて事業承継する場合は、
要否確認回答書の回答日を記載下さい。



事業承継届は、発電契約者、発電者毎に
ご提出下さい。

①
用途に合わせて適宜変更下さい
例：発電者のみの承継であれば、「発電者」に修正

②
発電契約者の承継の場合、前回提出の発調申込書
と同一の押印
発電者の承継の場合、接続検討申込書の申込者と
同一の押印

④
前回提出の発調申込書の右上日付を記載

⑤
発電者の承継の場合、発調申込書別紙の「発電者
窓口連絡先」と同一であることを確認下さい

③
前回提出の発調申込書の発電所名、発電場所住所、
同時最大受電電力と同一の記載



ご提出方法
ご提出については、発電量調整供給兼基本契約申込書をメールでご提出下さい
（書面郵送は不要です）

ｏ提出資料
・発電量調整供給兼基本契約申込書 ＜鑑＞に押印した電子データ（pdf等）
・発電量調整供給兼基本契約申込書 別紙 （連記式の場合はエクセルファイル）
・事業承継届【発電契約者用】（前回提出の発調申込書から発電契約者が変更となる場合）
・事業承継届【発電者用】 （前回提出の発調申込書から発電者が変更となる場合）
・前回提出の発電量調整供給兼基本契約申込書＜鑑＞、別紙（参考資料）

ｏ提出先：Network_Sc_1@kyudentd.co.jp
九州電力送配電株式会社 ネットワークサービスセンター託送契約グループ

Oメール件名
発調申込【事業承継】（受付番号：〇〇）

Oメール本文
九州電力送配電株式会社 NSC託送契約グループ 発電担当者宛

＜依頼事項＞
・事業承継に伴う発電量調整供給兼基本契約申込書、
事業承継届の提出

・対象発電所：〇〇発電所 （受付番号：〇〇）
【連絡先】
○○株式会社 担当：○○
メールアドレス：○○○@○○○○
電話番号：○○○-○○○○-○○○

申込される際のメール文案（適宜ご活用下さい）

いつもお世話になっております。
九州電力送配電㈱NSC託送契約Gです。

標記件、内容拝見いたしました。
発電量調整供給兼基本契約申込書の
事業承継について受領しました。

受領後、不備がなければ
以下のようなメールで返
信します

mailto:Network_Sc_1@kyudentd.co.jp
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